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１ はじめに 

 ７月２７日～８月４日の約１週間、派遣者という形でアメリカ合衆国 サンカルロス市でこ

れまでにない経験を沢山させていただきました。 

 初めて行く異国ということで「ワクワク」する楽しみな気持ちと、「英語で会話ができるか」

「ホストファミリーと上手くやっていけるか」などという不安な気持ちを持ちながら、アメリカに

無事到着しました。空港は人で溢れかえっており、ホストファミリーの方々を長く待たせてし

まいました。しかし、ホストファミリーの Ryan 家族は、疲れた顔もせず温かく迎えてくれまし

た。 

 私はその様子を見て、すぐに不安がなくなり、やっていけそうだなと思うことができました 

 

 

 

 



２ ホストファミリーとの時間 

 私のホームステイの相手は、Ryan（１５歳）、Kevin（１３歳）、お父さん、お母さんの４人家

族でした。Ryan や Kevin はすごく優しい人で、両親も気さくな方でした。また、私の家族構

成と似ている家庭だったので、自然に過ごすことができました。 

アメリカに着いた初日や２日目、最終日はホストファミリーと過ごす時間があり、色々な 

場所に連れて行ってもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‹Great Mall› 

初日は家に帰った後、Great Mall というショッピングモールに行きました。初めて見るお

店、食べ物、飲み物など初めてのものばかりでずっとキョロキョロしていました。ショッピン

グをする時、様々な難しい事がありました。 

１つ目は、分らない単語が多く商品が何だか分からなかった事です。２つ目は店員さん

とのとの接し方が分からなかった事です。買い物をしている最中、ネイティブの発音＋速い

スピードで話しかけられるので、どう返せばいいか分からなくて黙ってしまうことがありまし

た。しかし、慣れてくるにつれて聞かれていることは、「何か探しているものはあるか」「試着

をするか」など日本でも聞かれるような事が多いと分かりました。 

会計の際どの店に行っても、「バックはいりますか？」と聞かれました。なぜなら、アメリ

カでは、買った商品を入れるバックをもらうと、お金がかかってしまうからです。日本はバッ

クをもらっても、お金がかからないのでビックリしました！私はアメリカではウエストポーチを

持ち歩いていたので、ショッピングの際はリュックを持っていけばよかったなと思いました。 

 

‹BBQ・プール› 

ホームステイ者やホームステイに関わる人を含めて、BBQ をしました。音楽を聴いたり、

話したり、遊んだりして楽しい時間を過ごしました。その後は、Ryan の友達と一緒にショッ

ピングをして、プールで遊びました。 



 

‹Pier39・California Academy of Sciences› 

Pier39 では、沢山の野生のアシカを見る事ができました。他にも色々なお店があり面白

かったです。California Academy of Sciences は、水族館と科学館が一緒になったような

場所で、人が沢山いました。そこでは、ヒトデを触ったり、日本にはいなさそうな珍しい魚を

見る事ができました！特に、アルビノのワニは夢中で見てしまいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3  訪れた場所 

 ‹Stanford 大学› 

私達が見たのは大学のほんの一部ですが、もの凄く広かったです。Stanford 大学はア

ーチ形が多く使われており、統一感のある建物でした。さらに、大学内にある教会はとても

幻想的で美しい場所でした。日本の大学にはない広さと美しさを持っていると感じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



‹Stanford Shopping Center› 

Stanford 大学の近くにある、大きなショッピングセンターです。高級ブランド～割とやさ

しい値段のお店がたくさん並んだ、ショッピングセンターでした。屋外でお花が綺麗な

場所なので、ショッピング＆散歩の両方を兼ね備えて犬を連れて来てる人も多くみら

れました。 

 

‹San Francisco 観光› 

アメリカの電車に乗って、San Francisco まで行きました。各駅で雰囲気が全然違っ

て、降りるのが怖い場所もありました。日本はあまりそういう場所がある印象で日本と 

の違いをかんじられました。 

「Exploratorium」という科学系博物館のような所に行きました。時間内には全部見て 

回れないほど広く、小さい子から大人まで楽しく学べる場所でした。 

 

お店でご飯を頼むとき「Can I have～」を使って頼むといいことを教えてもらいました。 

また、日本とは違い個人の要望にも応えてくれてなんでも聞いてみるものだな、と思いま 

した。アイスクリーム屋さんでは、どこに行っても試食ができてみんなたくさんしていまし

た。日本でも聞けばできると思いますが、なかなかしている人を見ないので、新鮮な光  

景でした！ 

また、初めてケーブルカーに乗る事ができました。椅子に座ることもできましたが、写

真のように立って乗る人が多かったです。私も立って乗りました！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



‹Google・Face book› 

現地の人でも普段なかなか入れないみたいなので、今回見学させていただけたのはと

ても幸運でした。社内は広く、ユニークな作りで働いている人も楽しそうだったので、将来こ

ういう所で働けたら楽しいだろうなと思いました。 

歩いている人たちが、移動しながら会議していて、時間を無駄にしない様子がみられま

した。私は明日ここで働いていないかもしれない、という状況で働く方たちの姿がすごく心

に残りました。案内して下さった方も凄く素晴らしい方で、「こういう大人の人になりたいな

ぁ」と思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



‹Rocking Jump› 

トランポリン施設でとても楽しかったです。思っていたより高く飛んだので、怖かったで

す。 

 

‹Great America› 

ジェットコースターが多めな遊園地に行きました。私はジェットコースターが苦手ですが、

みんなと色々な乗り物に乗って少し成長しました！私が今まで乗った日本のジェットコース

ターと比べものにならないくらい、スピードや高さ、長さがあって１つ乗るごとに寿命が縮ま

った気がしました。他にもプールなどもあり、充実した時間を過ごすことができました！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

‹ホームステイを通して› 

いざ英語を勉強しようとしても、日本ではなかなか外国の方と話す機会がありません

が、このホームステイを通して、沢山の外国の方とお話ができたり、正しい発音の英語を

聞く事ができました。終始不安はありましたが、それを忘れられるくらいの、楽しさや発見

がありとても楽しかったです！ 

この 10 日間、何度も英語が喋れたらと思うことがありましたが、私とお話をしてくれた方

たちは、ゆっくり話してくれたり、ジェスチャーを使ったりしてくれました。相手が言ったことを

理解できたり、私が伝えたいことが相手に伝わると嬉しくなりました。これも、ホームステイ

で英語を学ぶ魅力の一つだと思いました。伝えたいことを英語で伝えられたら、もっと楽し

くなると思うので、思いを英語で伝えられるようになりたいと思いました。 

 



ホームステイから帰ってきて、自分の将来のことを改めて考えさせられました。世の中は

自分が思っているよりずっと広く、楽しい事が沢山ありました。高校生のうちに、このような

経験をすることができてすごく恵まれていると感じました。この経験を無駄にしないように、

これからの励みにしていきたいです。 

 


